
ITER では軽水素／ヘリウムを用いた初期運転期からフ

ルタングステンダイバータを用いて実験が行われることに

なり，これまでの章で詳しく示されたように，現在までに

得られているトカマク実験の研究成果の整理や，今後の課

題の検討，及び具体的な解決策の模索が精力的に行われて

いる．ITERの初期からフルタングステンダイバータを使

用することについては，国内では評価が分かれているもの

の，この導入過程で検討された課題は，ITERのみならず

核融合炉の実現に向けて非常に重要であることは論を待た

ず，真剣に向き合っていかなくてはならない．最終章では

このような課題に対しての日本の取り組み方につい

て，２０１３（平成２５）年にプラズマ・核融合学会第３０回年会で

行われたシンポジウム（ITERのダイバータ戦略と原型炉

に向けた課題）の質疑などを通して考えてみたい．

まず現在の日本の状況を概観すると，国内で稼働してい

る大型のトロイダル磁場閉じ込め装置は核融合科学研究所

の大型ヘリカル装置LHDのみであり，JET装置やASDEX-U

装置などのフルタングステンダイバータを有する大型トカ

マク装置で新たな実験研究を進めるEUなどと比べると，

大型装置実験環境ではやや見劣りすることは否めない．し

かしながら，別の視点から見ると国内には線型高密度プラ

ズマ装置やパルスプラズマ装置など特色のある装置も多

く，LHDやこれらの装置を最大限に活用して実験研究を進

めていけば，大きなインパクトを与えうる基礎研究を行う

ことが可能である．たとえば，タングステンのヘリウムプ

ラズマ照射影響について，多くの基礎的なデータは名古屋

大学のグループから発表されており［１］，タングステンダ

イバータのHeプラズマ影響を評価するための標準的デー

タとなっている．

さて，プラズマ・核融合学会のシンポジウムで，特に意

見が多かったのは，非接触プラズマに関する研究の重要性

についてである．非接触プラズマによるダイバータへの熱

負荷低減は，ダイバータ材料がタングステンか否かにかか

わらず重要なテーマであり，ダイバータの成立性に深く関

わる．しかしながら，未だ解明されていない点は多い．例

を挙げれば，エネルギーバランス，動的応答（ELM熱負荷

への応答など），非拡散的輸送，安定性，制御手法，先進ダ

イバータへの適用性などについての理解は，大きな課題と

して残る．さらに非接触プラズマの安定制御は，炉心プラ

ズマの高い燃焼度を維持したまま行う必要があり，炉心プ

ラズマからエッジプラズマに至る大域的な観点から，現象

の理解と運転条件の最適化を行なわなければならない．

もちろん非接触プラズマの研究は，熱核融合研究のごく

一部であるが，このトピックがシンポジウムの議論の対象

となったのは，単にそれが重要な課題であるという以上の

理由があると思われる．それは，この課題には基礎プラズ

マ実験研究，大型装置実験研究，計測法の開発，原子・分

子過程研究，理論・シミュレーション研究，等多くの研究

者がかかわることができるということである．今後の核融

合研究の発展のためには，このように多数の研究者の貢献

が何より不可欠である．国内での大型トカマク装置実験

は，JT-60SA 装置の稼働まで待たなければならないが，現

時点でも，様々な装置による実験研究と理論・シミュレー

ション研究が連携して，フルタングステンダイバータを念

頭に置いた研究基盤を充実させ，優れた成果を発信してい

くことは可能と思う．そのため，多くの研究者の意識を重

要テーマに向かわせ，さらにその力を連携させるための枠

組み作りが大変に重要であると考える．

また，第３章でITPA［２］の議論に基づいたフルタングス

テンダイバータの課題と対策が述べられたが，ITPA会合

の内容は，ITERに対して何らかの貢献を考えている研究

者には，きわめて重要な情報である．核融合エネルギー

フォーラムの会合などを通じてその情報を広く周知すると

共に，多くの研究者の方に ITPAへ参加してもらうことが

必要であろう．
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